
令和３年　普通期水稲栽培暦
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茎数 米の粒をつくる

深 水
活着促進 間断灌水

間 断 灌 水

（収穫7日前まで）
穂水・花水

※施肥は、出来るだけ田植日近くにする
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※移植直後～ノビエ3葉期
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●クリンチャーバスME  ※イネ科・広葉雑草

※移植後15日～ノビエ5葉期

●クリンチャー（1kg・ジャンボ・液）※イネ科雑草
※剤形により効果の時期が異なります

●レブラス（1kg・ジャンボ）※イネ科・広葉雑草

※移植後14日～ノビエ4葉期
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●スクラム箱粒剤 ※いもち病、紋枯病、ウンカ類、コブノメイガ等

※は種時覆土前～移植当日

●エクシードフロアブル・粉剤 ※ウンカ類、カメムシ類

※収穫7日前まで

アカスジカスミカメ クモヘリカメムシ

オモダカ コナギ

落水散布

湛水散布
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●化成肥料16-0-16 20kg/10a

（16-0-16）

穂
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大分県農協南部事業部 tel：0972-46-2111

大分県南部振興局 tel：0972-22-1195

※出穂期の18～20日前
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●JAおおいた水稲元肥005 40kg/10a

（10-20-15+3(苦土)）

トビイロウンカ

●エンペラー（1キロ粒剤・ジャンボ・豆つぶ）

穂首いもち

コブノメイガ
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中干し

●トドメＭＦ（1kg・乳剤）※イネ科雑草

※移植後14日～ノビエ7葉期（粒剤は5葉期）

中干し

落水は収穫7日前

45～50株／坪
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塩 水 選 ：うるち比重 1.13（塩：4.0㎏/水：20 ）

種子消毒：●テクリードC（50ml）＋●スミチオン（10ml）/水：10L

播 種：150～180g（催芽籾）/箱

植付けは3～4本/株

株間22～25cmが目安

茎数が1株20本程度確保できたら、

田面に軽くヒビが入る程度に干す

（ヒビの幅は約１cm以下）

ヒノヒカリは7月中旬

赤丸部分の穂が

「出穂」状態

正しいはと胸状態の籾

青籾は２割以下

土づくりのために改良資材を投入しましょう

ほ場の半分がこの

状態なら「出穂期」

移植後の除草剤散布のポイント
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２～３日田面が出ても

除草効果に影響なし

自然な減水

７日間はかけ流ししない！ 間断灌水

※穂肥は散布しません

箱施薬散布のポイント
田植え3日前には散布しましょう。早めに散布すると、稲が

有効成分を十分吸収し効果を発揮できます。

また、１箱当り50gを均一に散布し、葉への付着分を培土へ

払い落とした後、灌水して薬剤を培土へ落ち着かせましょう。

●Zボルドー粉剤 ※稲こうじ病等

●ゴウケツモンスター※いもち病、紋枯病、

※出穂10日前まで

※出穂5日前まで

●ダブルカットフロアブル ※いもち病
※穂揃い期まで

●スクミノン
※1～4kg/10a

●ブラシンバリダジョーカー粉剤※いもち病、紋枯病、

※収穫14日前まで

ウンカ類、カメムシ類等

ウンカ類、カメムシ類等

スクミリンゴガイ

ホソハリカメムシトゲシラホシカメムシ
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土づくりのために

堆肥を投入しましょう

●苦土入りエムコート477 40kg/10a（100日タイプ）
資材名 散布量（kg/１0a） 特　　徴

珪鉄 鉄分・ケイ酸・苦土

ミネラルＧ ケイ酸・鉄分・苦土

土改王 45～90kg ケイ酸・カリ・苦土・リン酸

100～200kg

ホタルイタイヌビエ

「ノビエ3葉期」は代かき後約10日で到達することがあります。

散布適期を逃さず早めに散布しましょう！
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●キマリテ（1キロ粒剤・ジャンボ）

※移植直後～ノビエ3葉期
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監修 佐伯市農業技術者協議会作物部会


